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『ハックルベリー・フィン』の研究

－その主題と構成一

仲地弘善

Ｉ

マーク．トウェインの『ハックルベリー･フィンの冒険』ほど多くの讃辞を浴

びながら、なおかつその最終部分一トム・ソーヤが再登場してきて主役的役割を

演じるフェルプス農場でのエピソードーに関しては意見の分裂を来たしている作

品はないかもしれない。ヘミングウェイのあの有名な一文、「あらゆる現代のア

メリカ文学は、『ハックルベリー．フィン』と呼ばれるマーク゛トウェインの一

冊の本に由来している。」との讃辞のあとでヘミングウェイが言及した「然し読

むなら、黒人ジムが少年達から盗まれたところで止めねばならない｡そこが真の

終りなのだ。残りは、ただのまやかしにすぎないのだ。」柱1)に端を発し、Ｔ・Ｓ･

エリオット、及びトリリングの『ハックルベリー・フィン」へのそれぞれの序

文(注2)で両氏が提唱したその作品の最終部分への評価、その評価に対するレオ・

マークスの反僥といった具合いに論戦はエスカレートの一途を辿り、多くの批評

家がいろいろな角度から、その作品の主題と構成に関して解釈を試みてきている。

従って、その作品の主題と構成について論じようとすれば、必然的に第三十二章

以降のフェルプス農場のエピソードに関する論議にも参加しなければならないだ

ろう。そこを避けて通っては独断的解釈を招来する恐れが充分にあるからである｡

結論から先に言えば、フェルプス農場でのエピソードは決してその作品の主題を

逸脱させる「重大な欠陥｣(注3）などではなく、むしろ第三十一章でハックが下し

た決意“Ａｌｌright，ｔｈｅｎ，Ｉ，ｌｌｇｏｔｏｈｅｌｌ・”に示されるハックの道徳

的な成長の展開部分であり、人間的に目覚めたハツクのトム･ソーヤ及び彼に代

表される文明社会批判であり、そして最終的訣別のエピローグなのである○

との小論の中で、私は、まず、『ハックルベリー●フィン』の最終部分に関

しての諸批評家の見解を概観し、次いで、第三節ではハックの性格描写を中心に

して、作品の中での彼の役割とか、彼の置かれている状況とか、その状況に対す

る彼の反応の仕方、及び彼の内面世界を追求していきながら、道徳的成長への発
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芽がそこに潜在的にあるのをみていきたい。第四節はその理解に基づいてのハッ

クの道徳的成長の主なる過程をみていき、その内面的葛藤に焦点をあてて、作品

の構成及び主題について論じ、最後の結論の節で、作品の最終部分の作品全体と

の絡み合い、及び主題の展開の内的必要性から最終部分が構成されていることを

論じていきたい。

ハックにとっては、トム・ソーヤと黒人ジムは全く対極的な存在である。ミシ

シッピー河の筏の上の黒人ジムとハックの「エデン」的なイメージを軸にして、

文明社会での閉じ込められた黒人奴隷の姿と、その文明社会の虚構の世界を楽し

み、悪ふざけをして遊ぶトム・ソーヤ、その両極の存在を潜在的に知覚し、ミシ

シッピー河の河下りの旅の経験によって明確に認識するハックは読者にも充分そ

の内面世界をみせてくれる。その認識にどう決着をつけるかが最終部分なのであ

る。

Ⅱ

「ハックルベリー・フィン』の最終部分に関して、概ね、次の四つの見解があ

る。１)、最終部分は作品構成上、適切である。２）、最終部分は、主題の面か

ら、「重大な欠陥」である。３）、最終部分は、スタイル上のちょっとした「欠

陥」はあるにしても、主題を台無しにしてはいない。４)、最終部分は、構成の

面からも主題の面からも「欠陥」などではない。

第一の見解は、主に、この小説の構成に関して評価されたもので、先のヘミン

グウェイの最終部分への批判に対しての「弁護」であると解されるが、主題との

関連性が薄いので「弁護」の論拠が弱く説得力に之しいと言えるだろう。マーク．

トウェインと同じミズリー州生まれのＴ，Ｓ、エリオットはミシシッピー河の持

つ神秘的な意味、及び黒人ジムの役割の重要性について言及しているが､(注の最

終部分については、ただ作品構成上適切であると言っているにすぎない。つまり

「ハックは悲劇的人物でないし、その小説を悲劇的結末にするのはハックを彼が

憐んでいる人々と同レベルにする」から、物語りは最初の雰囲気へ「－回転」し

たとエリオットは言うのである。然し、彼も最終部分を「弁護」はしたものの自

/信はないらしく、「それがその小説の適切な結末でないとしたら、どんな結末が

いったい適切だったんだろうか。」(注5）と問い返しているのである。トリリン
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グはエリオットよりは多少「弁護」のオクターブが弱くなって、最終部分の

Ofallingoffoは認めているものの、それでもその最終部分が作品構成の面から

「適合性」を持っているとして、

．．、ｓｏｍｅｄｅｖｉｃｅｉｓｎｅｅｄｅｄｔｏｐｅｒｍｉｔＨｕｃｋｔｏｒｅｔｕｒｎｔｏｈｉｓ

ａｎｏｎｙｍｉｔｙ，ｔｏｇｉｖｅｕｐｔｈｅｒｏｌｅｏｆｈｅｒｏ，ｔｏｆａｌｌｉｎｔｏｔｈｅｂａｃｋ‐

ｇｒｏｕｎｄｗｈｉｃｈｈｅｐｒｅｆｅｒｓ，ｆｏｒｈｅｉｓｍｏｄｅｓｔｉｎａｌｌｔｈｉｎｇｓａｎｄ
弓

ｃｏｕｌｄｎｏｔｗｅｌｌｅｎｄｕｒｅｔｈｅａｔｔｅｎｔｉｏｎａｎｄｇｌａｌｎｏｒｗｈｉｃｈａｔｔｅｎｄ

ａｈｅｒｏａｔａｂｏｏｋ，ｓｅｎｄ･性６）

と言って「弁護」するのである。これら第一の見解は作品全体の中での最終部分

が持っている構成と主題との関連については言及なされないのだ。そこがレオ・

マークス等の反携を招いているところだといえよう。

第二の見解は第一の見解に対する反揺なのだが、あるいはそれから派生した論

議なのだが、主に、第一の見解に欠如している主題と構成の関係にメスを入れた

ものと考えられる。『ハックルベリー・フイン』の主題を「自由の探求」とみる

レオ・マークスはその小説の第三十二章以降の最終部分は「重大な欠陥」ときめ

つけ、エリオットの言う最終部分における「最初の雰囲気への回帰」はハックの

挫折を意味する以外の何ものでもないと言う｡性7)確かに、この作品はユーモア
の中にも、冷徹に自分の周囲の世界を視ている主人公ハックの最終的な挫折を取

り扱っていると考えられるが、マークスは「自由の探求」に凱歌をあげるあまり、

その事実を無視するのだろうか。更に、マークスはジョージ・サンタヤナのマー

ク・トウェイン批判を引合いに出して、その作品の最終部分の「重大な欠陥」は

「作者が“genteeltradition”から半分しか抜けきれていない」(注8)から当
然の帰結だとみているようだ。ドゥヴオートゥもその最終部分の｢欠陥｣を作者の

才能の限界に帰して、

Ｈｅ（Ｔｗａｉｎ）feltnodifferenceinvaluebetweenｔｈｅｈｉｇｈｅｓｔ

ｔｒｕｔｈｓｏｆｆｉｃｔｉｏｎａｎｄｍｅｒｅｌｙｌｉｔｅｒａｒｙｂｕｒｌｅｓｑｕｅ－ｉｆｉｎｆａｃｔ

ｈｅｃｏｕｌｄａｔａｌｌｄｉｓｃｒｉｍｉｎａｔｅｂｅｔｗｅｅ、ｔｈｅｍ.(注9）

と第三十一章までの黒人ジムとハックによって高められてきた「小説上の高適な

真理」と「単なる文学上の戯文」との価値の相違に作者は気づいていなかったと
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しているが、フィリップ・ヤングも指摘する如く、「トウェインがその相違を知

っていなかったという説明はあまり信頼できない。」(注,｡）のである。然し、そ

のヤングも最終部分は作品のクライマックスまで到達したほとんどすべてのこと

がらと「無関係」であるとしているｄ道徳的に成長をとげてきた筈のハックが急

に「単なる語り手」に成り下り、“astraightman”に変貌してしまったの

は一目瞭然であるからだというのである。（注11）然し、果してそうなのだろうか。

ハックは道徳的に成長をとげていくのに適した感受性豊かな少年であり、作品の

構成もその成長過程を描くのが中核となっているが、同時に作中の彼の役割は最

初から一貫して「完全なレンズ」としての語り手でもあるのだ。

第三、及び第四の見解は作品をありのままに受け入れて、全体的な立場からそ

の作品の主題と構成をみていこうとする試みといえるだろう。ジェイムス．Ｍ・

コックスは「最終部分の弁護は可能だし、また、なされてきているが、弁護であ

ることには依然として変わりはない。」（注'2）としながらも、この作品の基本的
な構成をハックの「開眼物語」とし、最終部分はその「悲劇的アイロニー」とみ

るのである。従って、文明社会への最終部分での参入は、ミシシッピー河下りの

旅で、河及びジムを通して道徳的に成長をとげたハックの人格と「小説上の高違

な真理」を台無しにするが、その悲劇的な認識の場が最終部分であり、ハックの

最後の言葉、“Ｂｕｔｌｒｅｃｋｏｎｌｇｏｔｔｏｌｉｇｈｔｏｕｔｆｏｒｔｈｅterritoryahead

oftherest，．．．．住13）はその認識からでた必然的なものだとしている。
”

コックスは最終部分を「欠陥」と呼んだり、「道徳的早'法さ」呼ばわりするのは、

その作品の真の反逆精神を見落しているためだと言い、続けて、

．．、ｆｏｒｔｈｅｄｉｓｔｕｒｂａｎｃｅｏｆｔｈｅｅｎｄｉｎｇｉｓｎｏｔｈｉｎｇｌｅｓｓ

ｔｈａｎｏｕｒａｎｄＭａｒｋＴｗａｉｎ，ｓｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎｏｆｔｈｅｆｕｌｌ

ｍｅａｎｉｎｇｏｆ伽c冷陀γγjノＦＷ０".(圧14）
と主張して、最終部分を「弁護」している。コックス等にみられる評価は第四の

見解なのだが、それとやや似ていて少しニュアンスの異なるのが第三の見解と言

えよう。ヘンリー．Ｎ・スミスは「マーク・トウェインの調刺的手法はハックが

作者のための仮面である必要があり、ハックにあまり道徳的に成長をとげさせな

い。」(注,5)のだと指摘し、「完全なるレンズ」としての語り手ハックを考慮しつ

つ、「開眼物語」も展開されているとみるのだ。彼は、作品の創作過程を綿密に
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検討していく中で、作品の主題が最初は「自由への逃亡」であったが､途中で｢社

会調刺」の様相を帯びてきたとしながらも、作品を貫いている大きな要素は何と

いってもハックの道徳的な成長であると言明し、（注16）最終部分については、

Ｈｅ（Ｔｗａｉｎ）hadtoabandonthecompellingimageｏｆｔｈｅ

ｈａｐｐｉｎｅｓｓｏｆＨｕｃｋａｎｄＪｉｍｏｎｔｈeraftandthusacknowl‐

ｅｄｇｅｔｈａｔｔｈｅｖｅｒｎａｃｕｌａｒｖａｌｕｅｓｅｍｂｏｄｉｅｄｉｎｈｉｓｓｔｏｒｙ

ｗｅｒｅｍｅｒｅｆｉｇｍｅｎｔｓｏｆｔｈｅｉｍａｇｉｎａｔｉｏｎ，ｎｏｔｃａｐａｂｌｅｏｆ

ｂｅｉｎｇｒｅｃｏｎｃｉｌｅｄｗｉｔhsocialreality.(注17）

として、ハックと黒人ジムのミシシッピー河の筏の上の理想的「エデン」は現実

社会では相容れられない、想像上の虚構にすぎなかったことを示すための結末で

あると指摘している。

以上四通りの見解の骨子を概観してきたのだが、ほとんどの批評家達が最終部

分の「茶番劇」には不満の意を示していることは事実のようで、その「弁護」は

コックスも指摘するように「弁護の域を出ていない」と言えよう。ほとんど定説

化しているかにみえるこのような見解に、いまさら、新説を唱えるつもりは毛頭

ないし、また唱えることができる筈もない。ただ私がこれから論じていくのは、

すでにでている批評から吸収できるものは吸収し、あるいはまた、そこからヒン

トを得て、私の作品解釈、特に主題と構成の関係を明確にすることである。

Ⅲ

『ハックルベリー・フィン』は何と言ってもその語り手であるハックの真実を

視るその「無垢な眼」、そして真実を語るその語り口に、そのすばらしさがある

のは多くの批評家達の讃辞を引用するまでもない。それに加えて、その作品のも

つ意義はそのようなハックを創造した作者のハックヘの傾斜と、黒人ジムをミシ

シッピー河の筏の上で、自由に振舞わせることによって、ハックに道徳的成長を

とげさせ、人生の深淵をのぞかせて、生の実相をユーモアを混えてハックに語ら

せたことにあるといえよう。ハックはその作品の中では、語り手としての「完全

なレンズ」(注18)の役割りを果すと同時に、そのレンズによって写し出された文明

社会及び自然に敏感に反応し、影響を受ける感受性豊かな少年なのである。片方
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の役割りばかりを強調しすぎることはその作品のもつ真の意味を見誤ることにな

るだろう。ハックのこの両面の役割りを理解することは非常に大切なことで､「ハ

ックは自然児か？」云々の論議は、そのどちらかに重きを置きすぎることに起因

していると言えよう。ハックは「自然児」でもあり、また「自然児」のみとは言

えないのである。潜在的「自然児」と言った方が適切かもしれない。

バーノン．ルイス．パリントンは、“Ｈｅｉｓａｃｈｉｌｄｏｆｎａｔｕｒｅｗｈｏｈａｓ

ｌｉｖｅｄＣＩｏｓｅｔｏｔｈｅｓｉｍｐｌｅｆａｃｔｓｏｆｌｉｆｅ，ｕｎｐｅｒｖｅｒｔｅｄｂｙｔｈｅｔｙｒａｎｎｉｅｓ

ｏｆｔｈｅｖｉｌｌａｇｅｔｈａｔｗｏｕｌｄｍａｋｅａｇｏｏｄｂｏｙｏｆｈｉｍ.”（注,9）と言って、ハ

ックを「自然児」、それも「ルソー的自然児」に創りあげているが、勿論そのよ

うな“noblesavage”的「自然児」ハック像には賛否両論あるが、フイリップ・

ヤングも指摘しているように、「ハックがもし自然児であるのみなら、そして

村の規範によって偏見に陥っていなかったら、葛藤は起こらなかっただろう｡｣(注20）

ハックはミシシッピー河の沿岸文明社会に属しているというよりは、「力強い褐

色の異神」である河に奉仕する鱗ある(注2,)のかもしれないが､だからと言っ
てハックを「ルソー的自然児」に潤色するのは、いささか飛躍があるというもの

だろう。ハックが飲んだくれの親爺の息子、貧乏白人の息子であったという事実

が、すでに彼を無垢の世界一「エデン」￣から切り離しているのだ。(注22）彼が
さら

社会の底辺lこ放り出されており、その社会の虚偽と暴力|と晒されているというこ

とは、感受性豊かな少年であるハックに人生の深淵を覗かせ、真実をみさせる潜

在的な要素になっているのだ。

ハックの性格を特徴づけているのは、まずその感受性の豊かさだろう。この作

品の基本的パターンであるハックの道徳的成長も、その感受性あればこそ達成さ

れるのである。その感受性に付随しているハックのよく口にする“lonesome”

という言葉は､ハックの性格を描写しているとともに、そのハックを取り巻く世界

に対する彼の置かれている状況を見事に表現しているといえよう。口うるさい老

ワトソン嬢にしごかれて、やっと二階の自分の部屋に戻り、窓辺から外界をみる

ハックのイメージは鮮やかに頭に残る。そこでハックがロにする“Ｉｆｅｌｔｓｏｌｏｎｅ‐

somelmostwishedlwasdead."(注23）という言葉は文明社会に閉じ込め
られた彼の状況をあますところなく描いているとともに、感受性豊かな彼の内面

世界の描写でもあるのだ。その“lonesome”という表現は、トム・ソーヤカゴジ
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ムに悪ふざけをしに行っている間、彼の帰りを待つハックの□にする言葉でもあ

るのだ。(注24)そしてまた､親爺に三日間も山小屋に閉じ込められていた時にもハ

ックのロにする言葉なのだ。（注25）このようにハックはセント・ピーターズパー

グの村にいる間、心理的に閉じ込められた状況にいるし、それを無意識にではあ

るにせよ、“Ionesome”と表現して周囲の世界と自分との関係を鮮明に描き出

すのである。そして、虚偽と暴力に満ちた文明社会の被害者であるハックは、自

分と同じような状況にいる人々にも敏感に同情を寄せる。例えば、「トム・ソー

ヤのギャング」に仲間入りするため、こっそりとダグラス未亡人の家を抜け出し、

トム・ソーヤの後について丘の頂に登って行き、セント・ピーターズパーグの夜

景に接した時のハックの描写は次の通りだ。

．．、ｗｅｌｏｏｋｅｄａｗａｙｄｏｗｎｉｎｔｏｔｈｅｖｉｌｌａｇｅａｎｄｃｏｕｌｄｓｅｅ

ｔｈｒｅｅｏｒｆｏｕｒｌｉｇｈｔｓｔｗinkling，ｗｈｅｒｅｔｈｅｒｅｗａｓｓｉｃｋｆｏｌｋｓ，

ｍａｙｂｅ；ａｎｄｔｈｅｓｔａｒｓｏｖｅｒｕｓｗａｓｓｐａｒｋｌｉｎｇｅｖｅｒｓｏｆｉｎｅ；

ａｎｄｄｏｗｎｂｙｔｈｅｖｉｌｌａｇｅｗａｓｔｈｅｒｉｖｅｒ，ａｗｈｏｌｅｍｉｌｅｂｒｏａｄ，

andawfulstillandgrand,柱26）

そこには感受性豊かなハックの性格がにじみでている。三つ、四つと瞬いている

真夜中の電燈の漏れている屋根の下には病気の人々がいるかもしれないと推測す

るハックは、物事の表層ばかりではなく、その深層をも透視しているのだ。この

深層を透視する能力が、やがてはミシシッピー河の「力強い褐色の異神」に抱か

れて、黒人ジムの人間性にも開眼していく原動力なのだ。そのハックの内面にあ

る潜在的能力を無視しては「開眼物語」のための形骸化に陥ってしまうだろう。

ハックの性格を特徴づけているのは、他に、迷信深いとか、嘘をつく才に長け

ているとか、懐疑的で実証的精神の持ち主であるとか、冷徹なりアリストである

といった具合に、彼の置かれている世界と密接に繋がったものであり、生き延び

るために、あるいはまた、語り手となるために必要な性格であることがわかる。

迷信深いとか、嘘をつく才に長けているとかは、彼が虚偽と暴力に満ちた文明社

会で生き延びていくための本能的ともいえる性格であり、暴力的な酔どれ親爺の

息子であったために、社会の底辺に生存していたことから自然に身についたもの

と解されるが、それがキリスト教社会の倫理、価値観と対立していることは明白
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である。ハックは前兆や兇兆を信ずる世界に最初から投げ込まれているが、彼の

もう一方の特徴である懐疑的で実証的な精神、そして冷徹なりアリスト精神は、

全面的にその世界を受け入れることを拒否している。セント・ピーターズバーグ

でのハックは、勿論、ダグラス未亡人等の聖書の世界よりは親爺やジムの迷信の

世界になじんでいることは確かである。ダグラス未亡人等がいくら環境をよくし

ようとも、ハックにとっては森の中での自由がよいのである。然し、迷信の世界

にもハックは全面的には浸っていないのだ。ハックの冷徹なりアリストとしての

厳しい客観姿勢は、トム･ソーヤのロマンティシズムに根ざした虚偽を見抜きは

じめているし、ダグラス未亡人等の本人自身では気づいてすらいない虚偽の世界

を見抜きはじめているのだ。同様に、トム･ソーヤの悪ふざけに起因する黒人ジ

ムの魔女に乗りまわされたという談義の虚偽性27）にも気づいている。それでも、
トム．ソーヤやダグラス未亡人等の虚偽に対するよりは黒人ジムに向けるハック

の視線には温い同情が感じられるのである。

以上の性格の特徴にもう一つ加えておきたいのがハックの機智と行動力である。

ユリシーズ的機智と行動力とでも言えようか。ただし、ハックの場合はいつも追

いつめられ、被害者になって、最後の土壇場でその機智と行動力を発揮するので

あるが、トム．ソーヤにも共通する才能なのだが、両人の本質的な相違は、後者

のは冒険のための冒険をしている虚構の世界に生きる少年の機智と行動力である

が、前者のは人生の実相に追いつめられ、常に危機の中に生きている「実存的少

年｣(注28)の機智と行動力であるといえよう･ハックは危機に直面したり、それ

をうまく乗り越えたりする時には、トム・ソーヤだったらどうするだろうかと常

にトム．ソーヤ的機智と行動力も想い起こしている。ハックは常に環境の犠牲者

でありながら、自分の置かれている状況を誰よりも認識しているが故に、また先

天的とも言える機智と行動力のお陰で、その環境を脱するすばやさを身につけて

いるのである。（注29）

これまでハックの性格描写をしてきたのは、河下りの旅でハックがジムの逃亡

を手助けしていくのに必要な機智と行動力をハックが持っており、同時にその河

下りの旅で黒人ジムと分ち合った「エデン」の体験に触発され、またハックの内

面で起こる葛藤を通して、道徳的に成長をとげていくことになる原動力は、何と

言ってもハックの感受性であることを確認したいためである。そしてハックが迷
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信深い少年であり、また`懐疑的で実証的な精神の持ち主、冷徹なりアリストであ

ることも、河下りの旅で黒人ジムの人間性を発見し、人間的に成長をしていく大

きな要素となっていることも忘れてはならないだろう。これらの前提条件を確認

した上で、次にこの作品の構成と主題に焦点を絞ってみたい。

Ⅳ
尼

『ハックルベリー・フィン」の基本的な構図をまず設定してみよう。ハックを

軸にして両極にトム・ソーヤと黒人ジムがある。第一章から第七章までは序曲の

ようなもので、トム・ソーヤに象徴される文明社会に閉じこめられた黒人ジムと

ハックの像が浮びあがってくる。次いで第八章から第三十一章までが、この作品

の中核で、主にミシシッピー河の自然でのハックとジムの人間的な交友、それと

は対照的な沿岸文明社会での醜い人間同士の不正行為とを交互に織り込んだ展開、

そして第三十二章以降のフェルプス農場のエピソードでの「どんでんがえし」的

終曲からこの作品は構成されている。

トム・ソーヤの属する文明社会に閉じ込められ、それになじむことの出来なか

ったハックは、親爺のそれも利己的な動機からでた暴力的拉致行為によって文明

社会から脱出し、次いで、機智と行動力でその親爺の手からもトム・ソーヤ的と

もいえるみごとな脱出を計り、成功するが、その文明社会からの脱出がまずこの

作品のプロットの始動といえよう。自分が誰かに殺されでもしたかのように偽装

を擬し、親爺及びダグラス未亡人等の社会から永久に「さよなら」を告げるハッ

クの言葉には真実があり、未来に夢を託する若者の姿がある。ミシシッピー河の

流れに乗せたカヌーに仰向けに寝て、深々と煙草を吸いこむハックを想像するだ

けでも、彼が如何に閉じ込められた文明社会に愛想を尽かしていたかが分かるの

だ。今や彼は大いに満足し、居心地がよいのである。然し、彼は一人ぼっちで居

ることによる孤独感に早くも襲われ始めている。従って、ジャクソン島で、逃亡

してきている黒人ジムに遭遇した時には、心から喜び、密告などしないよと言っ

てジムを安心させるのだ。このジムとハックのジャクソン島での遭遇が、この作

品のプロットの要なのである。トム・ソーヤの世界から、自然を象徴するともい

える黒人ジムの世界へとハックは参入していくのである。

文明社会の縮図、セント・ピーターズパーグにおけるジムと、社会の規範から
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解放されたジャクソン島及びミシシッピー河の筏の上のジムとは、まるで別人の

ようだ。文明社会の規範に閉じ込められていた時のジムは喜劇の対象にでもなり

そうな仮面をつけた人間だが、ジャクソン島以来何下りの旅でみるジムは社会的

規範ばかりからではなく、人間的にも解放された人間となる。自然界の前兆や兇

兆をことごとく解読する魔術師へと変貌をとげるのだ。その変貌が客観的な事実

であるのか、それとも、ハックの内面の意識に浮びあがってきた変貌であるのか

は議論の分かれるところだが、とにかく、ジムは単なる黒人奴隷から、ハックを

道徳的に開眼させていく役割りを演じる後ｎｏｂｌｅｓａｖａｇｅ”に変貌しているので

ある。ジムはハックにこの自然界のいろいろな兇兆や悪魔払い等の民間伝承を教

えることになるが、ハックは、はじめのうちは、半信半疑の受けとり方で、ジム

の迷信をからかったりするのである。ハックの中にある文明社会から受け継いだ

偏見、つまり「病んだ良心」(注30)とジムとの河下りの旅で顕在化してくる「健全
な心」との内面葛藤がこの作品の構成の中核であるが、まず「健全な心」の顕在

化を促進するのが、何といってもジャクソン島でのジムによるハックの心の扉の

開放と言えよう。ジャクソン島で芽ばえた「健全な心」と文明社会から受け継い

だ「病んだ良心」との間で、河下りの旅を通して、葛藤がくり返されるが、ハッ

クはその葛藤の中から人間的に回復し、「自然児」になっていくのである｡(注3,）
「自然児」となって偏見に打ち克ったハックは、ジムを人間として視る無垢な眼

を獲得し、最終的に、文明社会に決定的な反逆心をおこすのであるが、いま少し

ハックの内面葛藤を詳しくみてみよう。

ハックの内面の葛藤は三回起こるが､その度合いは、一回目よりは二回目、二回

目よりは三回目と高まり、ハックを苦悩させ、目覚めさせるきっかけになる。最

初の葛藤は、霧深い日に、カヌーと筏で離れ離れになってしまい、ハックの生存

を諦めかけて筏の上で寝ていたジムのもとへもどったハックが、狂喜して迎える

ジムとは対照的に、トム・ソーヤ的悪ふざけをした後で起こるのだ。ハックは、

二人は離れ離れになっていたのではなく、ジムが夢をみていたのだと信じこませ、

夢解きをさせるのだが、最後に、筏の上に散乱している木の葉の切れ端や、がら

くた等を指して「あれは一体、何を象徴するのかね。」と問うた時に、ジムはそ

のがらくたとハックを交互に見返しながら言う、

“Ｗｈａｔｄｏｄｅｙｓｔａｎｆｏｒ？Ｉ'ｓｇｗｙｎｅｔｏｔｅｌｌｙｏｕ・Ｗｈｅｎｌ

ｇｏｔａｌｌｗｏｒｅｏｕｔｗｉｄｗｏｒｋ，ｅｎｗｉｄｄｅｃａｌｌｉｎ，ｆｏｒyou，ｅｎ
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ｗｅｎｔｔｏｓｌｅｅｐ，ｍｙｈｅａｒｔｗｕｚｍｏｓ，ｂｒｏｋｅｂｅｋａｓｅｙｏｕｗｕｚ

ｌｏｓ，，ｅｎＩｄｉｄｎ，ｋ，ｙｅｒｎｏ，ｍｏ，ｗｈａｔｂｅｃｏｍｅｅｒｍｅｅｎｄｅｒａｆｌ

Ｅｎｗｈｅｎｌｗａｋｅｕｐｅｎｆｉｎｄｙｏｕｂａｃｋａｇ，ｉｎ，ａｌｌｓａｆｅｅｎｓｏｕｎ，，

ｄｅｔｅａｒｓｃｏｍｅ，ｅｎｌｃｏｕｌｄ‘ａ，ｇｏｔｄｏｗｎｏｎｋｎｅｅｓｅｎｋｉｓｓｙｏ，

foot，Ｉ'ｓｓｏｔｈａｎｋｆｕＬＥｎａｌｌｙｏｕｗｕｚｔｈｉｎｋｉｎ，‘ｂｏｕｔｗｕｚｈｏｗ

ｙｏｕｃｏｕｌｄｍａｋｅａｆｏｏｌｕｖｏlｅＪｉｍｗｉｄａｌｉｅ、Ｔｈａｔｔｒｕｃｋｄａｈ
ｄ６

ｉｓｔｒａｓｈ；ｅｎｔｒａｓｈｉｓｗｈａｔｐｅｏｐｌｅｉｓｄａｔｐｕｔｓｄｉｒｔｏｎｄｅｈｅａｄ

ｅｒｄｅｙｆｒｅｎ，ｓｅｎmakes，ｅｍａｓｈａｍｅｄＦ（注32）

この愛情と尊厳に満ちたジムの言葉に、ハックはすっかり恥いり、謝りたい気持

になる。しばらく内面の葛藤をした後で、ハックは勇気を奮い起こしてジムに詫

びるのである。悪ふざけがジムをあんな風に傷つけると知っていたら、あんなこ

とはしなかったのに、これからは二度とそんな悪ふざけはすまいとハックは決心

するのである。今やハックの心には、彼が育った社会環境から持ち込んできたも

のと、河下りの旅でのジムとの交友によって芽ばえたものとの、相異なる二つの

ものが共存するに至ったのだ。かくしてハックの内面意識に共存するようになっ

た「健全な心」とハックの心に巣くっている「病んだ良心」との葛藤の本格的第

一ラウンドは第１６章で早くもハックの「病んだ良心」を激しく襲うのである。

第１６章では、その内面の葛藤が劇化される。ミシシッピー河本流とオハイオ

河支流が合流する地点がカイロと呼ばれるところだが、ハックとジムはそこまで

行ったら、オハイオ河を棚って、自由州のオハイオ州に逃げ込む計画である。ハ

ックはごく単純な動機で黒人ジムの逃亡の手助けをしてきたが、カイロが近づく

につれ、ジムがカイロのことを□にして狂喜するのをみるにつれ、ハックの「病

んだ良心」は頭をもたげ、河下りの旅で芽ばえてきた「健全な心」との間に葛藤

が始まるのである。最初、ハックは「病んだ良心」の呵責に耐えかねて、ジムに

はカイロであるかどうかを確めてくるんだと偽って、カヌーを漕ぎ出すのである。

ところが、そこに偶然逃亡奴隷狩りの白人達が小船で近づいて来て、「あの筏に

乗っているのは誰かね。」と聞かれた時、天才的とも言うべき巧みな嘘でもって

あれに乗っているのは天然痘にかかっている親爺なんだと、うまく彼等を編し、
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退散させてしまうのだ。瞬間的にうち克った「健全な心」だが、彼の「病んだ良

心」はなおもそれを苦しめ続け、ハックも「間違ったこと」をしてしまったと思

い悪い気分になる。そこで、また彼の「健全な心」が頭をもたげ、「正しいこと」

をしてジムを密告していたとしたら、気分はどうだったろうかと考える。やはり

同じく気分が悪かったに違いない。そこでハックは次の如く結論を下すのだ。

Well,then,sayLwhatIstheuseyoulearningtodolight

whenit,ｓｔｒｏｕｂｌｅｓｏｍｅｔｏｄｏｒｉｇｈｔａｎｄａｉｎ,ｔｎｏｔｒｏｕｂｌｅｔｏ

ｄｏｗｒｏｎｇ，ａｎｄｔｈｅｗａｇｅｓｉｓｊｕｓｔｔｈｅｓａｍｅ？Ｉｗａｓｓｔｕｃｋ・

Ｉｃｏｕｌｄｎ，ｔａｎｓｗｅｒｔｈａｔ・Ｓｏｌｒｅｃｋｏｎｅｄｌｗｏｕｌｄｎ'ｔｂｏｔｈｅｒ

ｎｏｍｏｒｅａｂｏｕｔｉｔ，ｂｕｔａｆｔｅｒｔｈｉｓａｌｗａｙｓｄｏｗｈｉｃｈｅｖｅｒｃｏｍｅ

ｈａｎｄｉｅｓｔａｔｔｈｅｔｉｍｅ．（注33）

つまり、これからは一番いいと思うことをやることにしようと思うのだ。二つの

価値観のどちらにもハックはまだ軍配はあげていない。然し、本能的に、否、必

然的にジムの側に立ったということは、ジムの河下りの旅で目覚めはじめた「健

全な心」の勝利であると言えるのではないか。

これらの目覚めはじめた「健全な心」に照射された第１７章の冒頭のミシシッ

ピー河の朝明けの描写と沿岸社会での諸エピソードとの鮮やかな対照は確かにこ

の作品の「基本的コントラスト」(注34）であると言える。グレンジャーフォード
家とシェパードソン家の血腫い「確執」のエピソード、及びシャーバン大佐が酔

いどれのボッグスを群集の目前で銃殺するアーカンソーの田舎町のエピソード、

及びぺてん師の王様と公爵の詐欺行為、特にウイルクス家の遺産相続に絡む彼等

の詐欺行為、及びそれらの不正行為を黙認している愚かな群集等を描写するハッ

クには作者トウェインの声がでていると批評(注35）される程、調刺の色合いがで
ているが、それらの人間ドラマの本質を透視するまでに目覚めたハックの「健全

な心」とそこからでてくる「無垢な眼」が一層鮮明に文明社会に潜む不正を､｢完

全なレンズ」でもって写しだしてくる、との見方が批評の趨勢だが、私も全く同

感である。

かくして、第３１章で、ジムがぺてん師等に売り飛ばされたという事実に直面

した時に、ハックは第三回目の一番激しい内面葛藤を起こすのだ。今度も最初は
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「病んだ良心」が勝利を収めそうになり、その呵責に耐えかねて、ワトソン嬢に

ジムの居場所を密告する手紙まで書くのだが、またもや、「健全な心」が頭をも

たげてくる。眼前に坊佛と浮びあがってくる河下りの旅でのジムの姿一自分のか

わりに筏の見張りを続けたジム、あの霧深い日の再会の時のジムの狂喜、確執の

地アーカンソーの村からやっとの思いで逃げ出してきた時沼の木陰で待っていた

ジムの姿、逃亡奴隷狩りの手から助けてくれたと喜んでくれたジムの感謝に満ち

た顔、ハックさんはこの世でジムのたった－人の白人の友と言ったジムの言葉等

がハックを「健全な心」にもどし、ついに、ワトソン嬢への密告の手紙を取り上

げて、“Ａｌｌright，then，’'1ｌｇｏｔｏｈｅｌｌ.，，と神を冒涜する言葉を吐いて、

その手紙を引き裂くのである。地獄へ落ちようとも俺はジムを助けるんだとの決

心をするハックは、ついに「健全な心」を自分のものとし、その認識を持って、

最終部分のフェルプス農場、つまり文明社会へ再び入っていくのである。

Ｖ

第32章以降の最終部分は､確かに、“anticlimax”(注36）であり、“chilling

descent”（注37）であるかもしれない。何故なら、道徳的に成長をとげてきた筈
のハックがジムの救出のためとはいえ、トム・ソーヤの「茶番劇」に無批判に追

随しているようにみえるからである。

第Ⅳ節の書き出しですでに触れたように、この作品の基本的な構図は、ハック

を軸とし、その両極にトム・ソーヤと黒人ジムを設定するのである。そして、物

語りはトム．ソーヤの世界からジムの世界へとハックの内面意識が傾斜していく

過程なのだが、ハックとジムの二人だけの筏の上の旅にもハックの中のトム・ソ

ーヤ的なものがでているし、また、沿岸社会はトム･ソーヤの少年の世界を大人

の世界に拡大したものであると解釈できるのだ。従って、最終部分でのトムの再

登場は作品の構成の面からも“aptness”を持つばかりでなく、主題の展開の面

からも、道徳的成長をとげてきたハックの「開眼物語」に現実社会での決着をつ

けねばならないという内的必要性があると言える。コックスも指摘する如く、

“Ｔｈｅｆｕｌｌｉｍｐｏｒｔｏｆｔｈｉｓｉｎｉｔｉａｔｉｏｎｂｅｃｏｍｅｓｍｏｒｅｃｌｅａｒｌｙｅｖｉｄｅｎｔ

ｗｈｅｎｔｈｅｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅｓｂｅｔｗｅｅｎＨｕｃｋａｎｄＴｏｍＳａｗｙｅｒａｒｅｅｘａｍｉｎｅｄ･”
（注38）

のである。ハックはジムを救出したい一心から、ジムの救出に手を貸してくれる
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というトム・ソーヤの言葉を信じるのである。ところが救出の過程でトムのする

ことはといえば、相も変わらずロマンチックな冒険物語に範を置くスタイルであ

り、冒険のための冒険に沸く沸くしているのだ。それが人命にかかわらない子供

同士の遊びである時点までは、あの腕白小僧めと笑って済ませもしようが、今や

ジムの生命を危険においても、そしてジムの人間性を無視してまでも、己の冒険

心を満足させようとしているのだ。フェルプス家にトムと間違えられたハックは

トムになりすまし、トムはまた弟のシッドになりすまして、ジムの救出をするこ

とになるが、ハックにとっては、小屋に閉じ込められたジムを救出しさえすれば

満足なのだが、トムは如何に救出するかというスタイルに重きを置く。第３１章

までで道徳的に成長してきた自分と、今トムの配下でジムの人間性を無視した

「茶番劇」的救出に手を貸している自分に、ハックは矛盾を感じていないのだろ

うかと臆測したくなるのだ。然し、ハックの性格をよく知り、彼のndead-pan1i

的描写法を知っているものなら、トムの馬鹿らしいスタイルを淡々と描写する彼

の内面世界は透視できる筈である。それに、彼はトムに追随しているようにみえ

て、実際は、随所で意見のくい違いをみせており、鋭くトムを批判したり、その

ばからしいスタイルを止めさせようとするのだ。例えば、夜になってフェルプス

家の二階から抜け出し、ジムを救出するために地下道を掘らねばならないという

トムに、それよりその小屋の鍵を盗んできた方が先決だと言うハック、それでも

地下道を掘るのが「本」や「権威筋」の教えるところだとスタイルをつけるトム。

結局、地下道を掘ることになるのだが、掘る道具のことでまた操める。ナイフで

なければいけないと主張するトムに、リアリストのハックはつるはしを使った方

がいいと提案する。それもまたトムの言う通りになるが、ナイフではとても無理

だということがわかった時点で、につちもさつちもいかなくなったトムに、ハッ

クは、「つるはしを使って､それをﾅｲﾌということにすればいいじゃな((鍋
と提案する。トムがハックの提案を受け入れた時、ハックの言う次の言葉には彼

の人生観のすべてが集約されているし、彼がトムの「茶番劇」の単なる追随者で

はないこともはっきりするのだ。

“Ｐｉｃｋｓｉｓｔｈｅｔｈｉｎｇ，ｍｏｒａｌｏｒｎｏｍｏｒａｌ；ａｎｄａｓｆｏｒｍｅ,､Ｉ

ｄｏｎＩｔｃａｒｅｓｈｕｃｋｓｆｏｒｔｈｅｍｏｒａｌｉｔｙｏｆｉｔ，ｎｏｈｏｗ．Ｗｈｅｎｌ

ｓｔａｒｔｉｎｔｏｓｔｅａｌａｎｉｇｇｅｒ，ｏｒａｗａｔｅｒｍｅｌｏｎ，ｏｒａＳｕｎｄａｙ－
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ｓｃｈｏｏｌｂｏｏｋ，Ｉａｉｎ，ｔｎｏｗａｙｓｐａｒｔｉｃｕｌａｒｈｏｗｉｔ'ｓｄｏｎｅｓｏ

ｉｔ，ｓｄｏｎｅ・Ｗｈａｔｌｗａｎｔｉｓｍｙｎｉｇｇｅｒ；ｏｒｗｈａｔｉｓｍｙ

ｗａｔｅｒｍｅｌｏｎ；ｏｒｗｈａｔｉｓｍｙＳｕｎｄａｙ－ｓｃｈｏｏｌｂｏｏｋ；ａｎｄｉｆ

ａｐｉｃｋ，ｓｔｈｅｈａｎｄｉｅｓｔｔｈｉｎｇｌ，ｍａｇｏｉｎｇｔｏｄｉｇｔｈａｔｎｉｇｇｅｒ

ｏｒｔｈａｔｎｉｇｇｅｒｏｒｔｈａｔｗａｔｅｒｍｅｌｏｎｏｒｔｈａｔＳｕｎｄay-school

bookoutwith;andIdon，tgiveadeadratwhattheauP

thoritiesthinksabｏｕｔｉｔｎｕｔｈｅｒ．”（注40）

このような決然としたハックの主張－トムの属する文明社会の価値観を拒否して、

自分の肌で感じた価値観を明確に表わしはじめたハックの主張が、最後で、

“ＢｕｔｌｒｅｃｋｏｎＩｇｏｔｔｏｌｉｇｈｔｏｕｔｆｏｒｔｈｅterritoryaheadoftherest，

ｂｅｃａｕｓｅＡｕｎｔＳａｌｌｙｓｈｅ，ｓｇｏｉｎｇｔｏａｄｏｐｔｍｅａｎｄｃｉｖｉｌｉｚｅｍｅ，ａｎｄｌ

ｃａｎ'ｔｓｔａｎｄｉｔ・Ibeentherebefore｡”と言って、「文明社会」に訣別の

辞を告げるのだ。

最終部分での黒人ジムの救出をめぐるトムとハックの対照的な描写は、ハック

が文明社会に自分の居場所を見い出し得ない悲劇的認識の過程であり、(注4,）そ

の文明社会の枠を飛び越えて「準州」、つまり文明と荒野の接点、に入っていこ

うとするハックに最後の決心をさせるに適した展開と言える。ハックであること

は文明社会の垣根を越えていく宿命だと認識するハックは確かに悲劇的であるが、

それをユーモアを交えて語るところに一層、作者及び主人公ハックの人生の深淵

を覗き込んだ姿を読者はみるのだ。ハックの「開眼物語」は、新しい「自然人」

になって社会に参入することになるのではなく、あくまでも文明社会拒否のアイ

ロニーを帯びた「開眼物語」と言える。「との終結部は、この小説が文明社会に

対する辛辣な調刺によって浮彫りにされた夢であり、願望充足であることをおの

ずから立証しているといえるだろう。」(注42）黒人ジムの中に潜む人間性の発見

は、おのずとハック自身の世界の発見であり、その認識に立って、「死神にとり

葱れた腐敗汚濁の世界」、「慣習的な宗教形式」、「歪曲された家族制度」、

「自己喪失の群集」、(注43)そして奴隷制度を容認している文明社会にハックは訣
別するのである。ハックの自然への回帰こそ、鋭い文明批判となるからだ。従っ

て、この作品は「開眼物語」の構成を持っており、終結部分はその「開眼物語」

の展開部分で、作品全体の主題も、その最終部分を含めたものでなければならな
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い。それは黒人ジムの人間'性の発見であり、同時にハック自身のアイデンティティ

の発見であり、そして自分をとりまく世界の発見の物語といえよう。
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